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小林 紀夫
（自民党）

阿久津 善一
（自民クラブ）

小平 美智雄
（市民連合）

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
時
の
自
動

車
交
通
へ
の
影
響
は

金子 和義
(自民党)

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
27
年
度
予

算
編
成
と
税
収
の
確
保
、
人
口
減

少
時
代
へ
の
対
応
策
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
ほ
か
）

②
み
ず
ほ
の
自
然
の
森
公
園
の
今

後 

③
瑞
穂
野
市
営
住
宅
へ
の
浴
槽

設
置 

④
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応

す
る
今
後
の
水
道
事
業
の
展
開

⑤
子
ど
も
の
健
全
育
成
（
子
ど
も

の
遊
び
場
の
確
保
ほ
か
）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
（
地
域
よ
る
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
支
援
ほ
か
）
②
観
光
振
興

の
取
り
組
み
（
多
気
城
跡
の
保
存

整
備
ほ
か
）
③
農
業
政
策
（
米
価

下
落
へ
の
対
応
ほ
か
）
④
経
済
行

政
（
宇
都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
セ
ン

タ
ー
地
区
に
お
け
る
産
業
系
土
地

利
用
の
促
進
ほ
か
）

岡本 芳明
(自民クラブ)

金沢　力
（公明党）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備
ほ
か
）
②
ま

ち
づ
く
り
（
歴
史
を
生
か
し
た
中

心
市
街
地
の
活
性
化
、
市
街
地
再

開
発
事
業
ほ
か
） 

③
都
市
計
画（
イ

ン
タ
ー
パ
ー
ク
地
区
の
渋
滞
対
策

ほ
か
）
④
中
央
卸
売
市
場
の
活
性

化 

⑤
上
下
水
道
事
業 

⑥
道
徳
教

育
の
取
り
組
み
と
考
え
方

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
任
期
半
ば

の
政
策
の
実
現
状
況
、
地
方
創
生
、

予
算
化
要
望
、
組
織
体
制
ほ
か
）

②
保
健
福
祉
行
政
（
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
、
筋
ト
レ
に
よ
る
健

康
増
進
・
介
護
予
防
）
③
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度 

④
農
業
再
生

⑤
統
合
業
務
委
託 

⑥
ア
ー
ト
な
ま

ち
宇
都
宮

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
環
境
づ
く
り
を

地
方
再
生
に
向
け

積
極
的
な
財
政
運
営
を

問　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
時
の
自
動

車
交
通
の
混
雑
度
は
、
総
じ

て
下
が
る
か
、
現
状
と
ほ
ぼ

変
わ
ら
な
い
と
予
想
さ
れ
て

い
る
が
、
混
雑
度
は
、
複
雑

な
時
間
変
動
を
伴
う
交
通
現

象
は
表
せ
な
い
欠
点
が
あ
り
、

実
際
の
自
動
車
交
通
影
響
へ

の
差
異
に
懸
念
が
残
る
。

　

自
動
車
交
通
へ
の
影
響
対

策
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
一

番
心
配
し
て
い
る
部
分
で
あ

る
の
で
、
取
り
組
み
状
況
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

答　

自
動
車
交
通
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
は
、
第
１
段

階
で
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
後
の
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
前
提
に
将

来
の
交
通
量
を
推
計
し
た
と

こ
ろ
、
混
雑
度
が
大
幅
に
増

加
す
る
路
線
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
実
際
に
は
混
雑
度

が
低
く
て
も
、
渋
滞
す
る
場

合
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
第

２
段
階
と
し
て
、
ピ
ー
ク
時

１
時
間
あ
た
り
の
交
差
点
の

需
要
率
を
検
証
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
出
交
差
点

と
野
高
谷
町
交
差
点
に
つ
い

て
、
ピ
ー
ク
時
に
渋
滞
が
延

び
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ン
ダ
ー
化

や
高
架
化
を
検
討
し
て
い
る
。

　

現
在
、
第
３
段
階
と
し
て
、

車
１
台
ご
と
の
挙
動
を
、
よ

り
現
実
に
近
い
形
で
検
証
が

行
え
る
「
ミ
ク
ロ
交
通
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
り
、

さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を
進
め

て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
道
路
管
理
者

や
交
通
管
理
者
と
の
協
議
を

重
ね
円
滑
な
交
通
が
確
保
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

農
業
・
農
村
の
活
性
化

に
積
極
的
支
援
を

問　

新
幹
線
「
は
や
ぶ
さ
」

の
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
停
車
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
く
。

　

①
今
後
の
活
動
の
進
め
方
、

活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
停
車

実
現
へ
の
市
長
の
決
意
は
。

　

②
こ
の
機
会
を
と
ら
え
、

函
館
市
と
の
連
携
を
深
め
、

姉
妹
都
市
締
結
な
ど
連
携
も

想
定
し
て
は
ど
う
か
。

答　

①
こ
れ
ま
で
、
県
と
連

携
し
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
て

要
望
し
て
き
た
が
、
速
達
性

が
減
じ
ら
れ
、
実
現
は
難
し

い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮

駅
停
車
の
実
現
は
、
市
の
発

展
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と

か
ら
、
今
後
は
観
光
交
流
・

産
業
振
興
な
ど
の
市
の
メ
リ

ッ
ト
に
加
え
、
Ｊ
Ｒ
の
メ
リ

ッ
ト
と
な
る
駅
東
口
の
整
備

や
、
北
関
東
の
連
携
な
ど
市

の
新
た
な
動
き
を
示
し
な
が

ら
、
運
行
計
画
の
概
要
が
固

ま
る
と
見
込
ま
れ
る
来
年
秋

頃
を
見
据
え
、
関
係
各
都
市

と
連
携
を
図
り
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
や
Ｊ
Ｒ
北
海
道
を
は
じ
め
、

国
の
関
係
機
関
な
ど
に
粘
り

強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

　

②
函
館
市
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
開
業
１
年
前
イ
ベ

ン
ト
の
参
加
や
相
互
観
光
Ｐ

Ｒ
な
ど
、
様
々
な
機
会
を
捉

え
て
交
流
促
進
を
図
る
。
姉

妹
都
市
締
結
に
つ
い
て
は
、

自
治
体
や
商
工
会
議
所
だ
け

で
な
く
市
民
団
体
や
学
校
な

ど
の
民
間
ベ
ー
ス
で
の
交
流

の
深
ま
り
を
含
め
、
両
市
の

連
携
の
熟
度
を
見
極
め
な
が

ら
検
討
す
る
。

問　

国
で
は
、
急
速
な
少
子

高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対

応
し
、
人
口
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
住
み
よ
い
環
境
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
に「
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
が

成
立
し
た
が
、
市
の
人
口
の

ピ
ー
ク
は
29
年
と
推
計
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
つ

く
る
た
め
に
、
様
々
な
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
が
、
市

の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
課
題

解
決
の
た
め
の
総
合
的
な
推

進
方
法
は
。

答　

未
婚
化
・
晩
婚
化
の
対

応
に
は
結
婚
か
ら
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
が
必
要
で
あ
り
、

学
童
期
や
思
春
期
か
ら
の
結

婚
感
や
家
族
感
を
醸
成
す
る

事
業
や
、
妊
娠
に
関
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
啓
発
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、
働
き
な
が
ら

子
育
て
で
き
る
環
境
の
整
備

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
企
業

に
お
け
る
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
の
促
進
や
、
男

性
の
家
庭
参
画
の
促
進
に
取

り
組
む
ほ
か
、
待
機
児
童
解

消
に
向
け
た
教
育
・
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
施
策
を
総
合
的

に
推
進
す
る
た
め
「
宮
っ
こ

子
育
ち
・
子

育
て
応
援
プ

ラ
ン
」
の
後

期
計
画
を
年

度
内
に
策
定

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
地
方
創
生
（
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
ほ
か
）

②
新
地
方
公
会
計
制
度
へ
の
対
応

③
第
２
次
宇
都
宮
市
環
境
基
本
計

画
の
改
定
及
び
宇
都
宮
市
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
の
策
定

④
子
ど
も
・
子
育
て
支
援 

⑤
感
染

症
対
策 

⑥
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
の

駐
輪
場
整
備

民
生
委
員
活
動
へ
の

積
極
的
な
支
援
を

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
27
年
度
予

算
編
成
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
地

区
の
整
備
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
、
国
の
地
域
少
子
化
対
策
強
化

交
付
金
ほ
か
）
②
福
祉
行
政
（
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
）

③
防
災･

減
災
対
策 

④
教
育
行
政

（
高
校
生
の
読
書
推
進
の
現
状
と

対
応
、
学
校
の
施
設
整
備
）

問　

民
生
委
員
は
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
の
家
庭
訪
問

や
、
児
童
虐
待
の
早
期
発
見

な
ど
、
期
待
さ
れ
る
役
割
が

多
様
化
し
て
お
り
、
業
務
量

も
増
加
し
て
い
る
。

　

①
民
生
委
員
の
欠
員
が
い

る
現
状
に
対
し
、
欠
員
の
補

充
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
の
か
。

　

②
民
生
委
員
活
動
に
対
す

る
市
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　

①
現
在
、
９
名
が
欠
員

と
な
っ
て
お
り
、
近
隣
の
民

生
委
員
が
欠
員
分
を
補
い
対

応
し
て
い
る
が
、
早
期
改
善

に
向
け
て
地
区
の
代
表
者
と

協
議
を
重
ね
て
い
る
。　

　

引
き
続
き
、
適
切
な
後
任

者
を
早
期
に
選
出
で
き
る
よ

う
、
人
材
の
発
掘
に
つ
い
て

地
域
団
体
と
連
携
す
る
な
ど
、

地
区
の
支
援
に
努
め
て
い
く
。

　

②
こ
れ
ま
で
新
任
研
修
会

や
全
体
研
修
会
な
ど
で
、
民

生
委
員
制
度
や
市
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
に
関
す
る
説
明
や
情

報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

昨
年
10
月
に
市
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
に
お
い
て
、

高
齢
者
の
孤
立
死
防
止
活
動

や
生
活
困
窮
者
の
早
期
把
握

と
支
援
な
ど
、
経
験
に
基
づ

く
対
応
例
の
共
通
理
解
を
図

り
、
実
践
に
結
び
つ
け
よ
う

と
、
自
ら
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
に
着
手
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
市
と
し
て
も
全
国

の
活
動
事
例

を
紹
介
す
る

な
ど
、
積
極

的
に
支
援
し

て
い
る
。

「
は
や
ぶ
さ
」
の

宇
都
宮
停
車
実
現
を

問　

清
原
地
区
は
、
農
業
と

地
域
活
動
が
活
発
な
地
区
で

あ
る
が
、
最
近
、
農
業
者
を

中
心
に
国
の
交
付
金
制
度
を

活
用
し
な
が
ら
、
直
売
所
や

加
工
所
、
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
農
産
物
の
販
売
力
や
付

加
価
値
を
高
め
る
機
能
に
加

え
、
交
流
機
能
を
併
せ
持
つ

拠
点
の
整
備
を
し
、
農
業
・

農
村
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

こ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　

意
欲
あ
る
地
域
が
、
主
体

的
に
地
域
活
性
化
の
た
め
に

行
う
取
り
組
み
を
、
市
と
し

て
も
強
力
に
後
押
し
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答　

清
原
地
区
に
お
け
る
拠

点
整
備
の
構
想
は
、
農
業
・

農
村
の
活
性
化
に
大
変
有
効

な
取
組
で
あ
り
、
活
用
を
検

討
し
て
い
る
国
の
「
農
山
漁

村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
交
付
金
」
の
狙
い
と
合
致

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

交
付
金
の
活
用
に
当
た
っ

て
は
、
地
方
自
治
体
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
も
う
と

す
る
地
区
と
連
携
し
な
が
ら
、

定
住
人
口
や
交
流
人
口
、
農

産
物
の
販
売
額
な
ど
の
目
標

を
定
め
、「
活
性
化
計
画
」
を

策
定
す
る
こ
と
が
条
件
と
な

っ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
こ

の
構
想
が
早
期
に
事
業
化
で

き
る
よ
う
、
実
施
体
制
の
構

築
な
ど
事
業
推
進
の
環
境
づ

く
り
か
ら
計
画
策
定
に
至
る

ま
で
、
関
係
機
関
と
と
も
に

き
め
細
や

か
に
支
援

し
て
い
く
。

問　

市
は
財
政
力
指
数
で
全

中
核
市
中
４
位
で
あ
る
が
、

大
都
市
周
辺
の
経
費
の
掛
か

り
に
く
い
優
良
都
市
を
除
け

ば
ダ
ン
ト
ツ
で
１
位
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
市
営
の
バ
ス
や

病
院
な
ど
が
無
い
事
と
関
係

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
県
や

民
間
が
、
い
ろ
い
ろ
な
役
割

を
担
っ
て
き
た
こ
と
が
根
底

に
あ
る
。

　

今
後
、
地
方
再
生
に
向
け

た
様
々
な
政
策
が
進
み
始
め

る
中
、
改
め
て
市
の
役
割
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、

民
間
や
県
に
代
わ
っ
た
り
、

近
隣
市
町
の
た
め
に
や
る
な

ど
積
極
的
に
財
政
出
動
を
行

っ
て
も
い
い
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

答　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

地
域
経
済
の
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今
後
、
少
子
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高
齢
・
人

口
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少
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会
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本
格
的
な
到

来
が
見
込
ま
れ
る
中
、
市
の

発
展
は
も
と
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り
、
圏
域
全

体
を
牽
引
し
て
い
く
役
割
を

担
う
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
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に
、

国
や
県
、
近
隣
市
町
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
、
公
共
事
業

を
は
じ
め
様
々
な
施
策
・
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

市
や
地
域
経
済
の
活
力
を
増

進
し
、
ひ
い
て
は
、
圏
域
全

体
の
活
性
化
や

持
続
的
発
展
に

つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て

い
る
。 け

ん
い
ん

12月定例会の審議結果
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過去の議会の映像等をご覧いただけます表紙写真について
　市議会では、19年5月以降の本会議のＤＶＤやビ
デオテープの貸出をしています。また、会議録の冊
子は、市行政情報センターをはじめ、各地区市民セ
ンター、各市立図書館などでもご覧いただけます
ので、ご活用ください。

議会事務局総務課　電話（632）2611

　昨年11月24日に、ブレックスアリーナ宇都宮で北関東初の全国
規模の公式戦「蓮生記念第１回全国かるた競技宇都宮大会」が開
催され、全国から約700人の選手が出場し、熱戦を繰り広げました。
　市では、百人一首誕生に関わった宇都宮城５代城主・宇都宮頼綱
(のちに蓮生と改名)にちなんで「百人一首ゆかりの地宇都宮」とし
て、百人一首を活用したまちづくりを進めています。新春のこの
時期、ぜひ皆さんも百人一首を楽しんでみてはいかがでしょうか。

れん しょう

より つな

◎会派略称と所属人数
　自民党：自由民主党議員会（11人）、自民クラブ：自民クラブ（10人）、市民連合：市民連合（6人）、公明党：公明党議員会（6人）
　統一：統一会派 フォーラム・みんな（5人）、共産党：日本共産党（2人）、改革：議会改革クラブ（1人）、環境：環境と健康を守る会（1人）
　未来：未来への架け橋（1人）、びじょん：Forシングルびじょん（1人）

※１　賛成3人、反対2人　　※2　賛成2人、反対3人　　※3　賛成1人、反対4人　　※4　賛成2人、退席3人

会 派 の 態 度
結　

果

賛成は「○」、反対は「×」、退席は「退」と表記しています。
なお、会派内で態度が分かれた場合は「※」としています。
各会派の所属議員や議員個人の賛否については、ホームページで
公開していますので、ぜひご覧ください。

自
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党
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革

環

境

未

来

び
じ
ょ
ん

平成26年度
・一般会計（第5号）

制定
・児童福祉法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に
　関する条例
・宇都宮市小児慢性特定疾病医療費の支給認定等に関する条例

・宇都宮市子どものための教育・保育給付及び利用者負担に関する条例

一部改正
・宇都宮市一般職の職員の給与に関する条例等

・宇都宮市税条例
・宇都宮市都市計画税条例
・宇都宮市コミュニティセンター条例
・宇都宮市国民健康保険条例
・宇都宮市道路占用料条例等

・宇都宮市国民健康保険税条例
・宇都宮市公園条例

・専決処分した事件の承認（一般会計補正予算（第4号））

・指定管理者の指定（桜地域コミュニティセンター、緑が丘地域コ
　ミュニティセンター、まちづくりセンター）
・損害賠償の額の決定及び和解
・市道路線の認定及び廃止
・さくら市道路線の認定に関する承諾

・指定管理者の指定（オリオン市民広場）

・指定管理者の指定（八幡山公園）

・中学校社会科教科用図書（歴史・公民分野）の適正な採択を求める陳情

・農協改革の検討に関する陳情

・集団的自衛権行使容認に反対する国への意見書提出を求める陳情

・斎場の火葬運転作業は、契約書で指針に適合するよう書かれてい
　ますが、運転が指針と相違しています。適合するようにして頂き
　たく陳情書を提出いたします。

・「35人学級の見直しはやめ、さらなる少人数学級を求める意見書」
　提出を求める陳情

・人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申

・農協改革の検討に関する意見書

条　

例

そ　

の　

他

答　申

意見書

市

長

提

出

議

案

陳　

情

議
員
案

補正
予算

原案
可決

原
案
可
決

原案承認

原
案
可
決

採
択

不
採
択

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ※1 × × × ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

○ ○ × ○ × × 退 × 退 ○

○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○

× × ○ × ※2 ○ ○ ○ ○ ×

× × × × × ○ ○ ○ × ×

× × ○ × ○ ○ ○ × ○ ×

× × ○ × ※3 ○ ○ ○ × ×

○ ○ ○ ○ ※4 ○ × ○ ○ ○

○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○

・現在市が進めているLRT導入計画の白紙撤回と、相応しい公共交
　通のあり方の検討について

ふさわ


